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当社のDX組織と自己紹介
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デジタルソリューション本部

デジタル戦略本部

Internal DX:
社員の生産性向上
（20-30%）
コーポレートIT

External DX:
お客様への提供価値向上
ビジネスIT

External DX:
既存ビジネスの
DX化と新規DX
ビジネスの創出
ビジネスIT

IT Biz

 現在の役割：
• 常務執行役員(CIO)
• デジタル戦略本部長
• デジタルソリューション本部 DXプラットフォームセンター長
• 横河デジタル（株）取締役

External DX

Internal DX

 モットー：

 主な経歴：

• IT活用でビジネス成長を
• “変化”を楽しむ

1990 – 2000 NTT Data @Tokyo (10年)

2000 – 2003 Softbank Finance (現SBI) @Tokyo (3年)
IT子会社のCIOも経験

2003 – 2018 Sony @Global (15年)
Global IT Planning @HQ (6年)
Pan Asia IT Planning @Singapore (4年)
Global IT Transformation @HQ (1年)
Global IT Strategy @HQ (4年)

2018 – 横河電機 (4年)

External DX
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Today’s Agenda
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1. 昨年のDX説明会の振り返り

2. YOKOGAWAのDX戦略状況サマリ

3. Internal DX推進状況

4. External DX推進状況
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1. 昨年のDX説明会の振り返り

3
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YOKOGAWAが目指すもの：SoS (System of Systems) インテグレーター

4

10年後におけるお客様への提供価値

YOKOGAWAのアプローチ

強化すべき
領域

IA2IA Smart 
Manufacturing

System of Systems
における価値創出

IT/OTコンバージェンス:

ITベンダーと
伍して戦う

技術力

お客様の
課題発掘に向けた
より広い視点と
深い理解

差別化要素であり
コアコンピタンスである

ドメインナレッジの
洗練と共有

YOKOGAWAの強み
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Accelerate Growth 2023：4つの基本戦略
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価値提供の拡張

3

4

1 2
IA2IA/
Smart 

manufacturing
の実行と

存在価値の変革

業種対応力の
強化と
非業種依存の
ビジネス拡大

社内オペレーション最適化と
マインドセットの変革

収益性の確保と
健全な成長

価値提供における収益性と成長

 大規模プロジェクトのナレッジ集約と効率化
 高い価値を生む製品群へのリソース集中
 ソフトウエアやエンジニアリングの領域での

利益確保

価値提供の拡張

 総合エネルギー企業にシフトするお客様への
新たな価値の提供

 他業種、非業種依存のビジネスの拡大

 IA2IAの構想の実行フェーズへの移行
 Smart manufacturingによるソリューション

の提供範囲の拡大

社内基盤の強化

 戦略立案機能の強化
 挑戦を推奨する企業文化や組織風土の醸成
 Internal DXとビジネスモデル変革

Internal DX:

External DX:
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Internal DX:
社員の生産性向上・環境負荷低減

お客様との接点を
グループグローバル
で統合、お客様
支援プラット
フォームを強化

お客様パートナー
様 購買 製造 物流 販売 サービス

製品
企画

製品
設計

SCM:

ECM:

アプリケーション/データ、インフラ/セキュリティ基盤のグローバル最適化
DXケーパビリティ強化

PX：Partner Experience, EX：Employee Experience, CX：Customer Experience, 
ECM：Engineering Chain Management, SCM：Supply Chain Management

パートナー様支援
プラットフォームを強化

ECM改革、
SCM改革、
デジタルファクトリー化、
Self-BI/AI、
新基幹システム刷新、
グローバルHR改革、
ワークプレイス改革

DX2.0

DX1.0

ECMとSCMのシームレス連携

EX
改革

CX
改革

PX
改革

External DX:
ビジネスモデル変革・環境負荷低減

・お客様への提供価値向上
・既存ビジネスのデジタル化と新規DXビジネス創出

YOKOGAWA

お客様

社会/環境

DX/ITソリューション：
IIoTセンサー・クラウド・IIoT・Data Analytics・AI/ML・
Robotics/Drone・VR/MR等

お客様A お客様B お客様C

Co-innovation

DX戦略（FY21-FY23）

6

相互連携
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DX関連受注比率:

DX人財比率:

ITインフラ環境負荷軽減率:

アジャイルプロジェクト率:クラウド化率:

デジタルプロセス率:

FY23でのDX関連ターゲット

7

4%以上

FY20 20%程度 → 50%

FY20 2%程度 → FY18を100として → 65%

64%FY20 61% → FY20 19% → 35%

FY20 40%程度 → 63%

※DX関連受注比率：全受注額に対するデジタル技術を活用したプロジェクト受注の割合
※デジタルプロセス率：すべての業務プロセス毎に定義したプロセス数に対し、グローバルプラットフォームによりデジタル化されたプロセスの割合
※ITインフラ環境負荷削減率：2018年度を基準として、クラウド化により削減出来た想定電力消費量の割合
※クラウド化率：現在利用しているサーバー数に対するクラウド上で展開しているサーバー数の割合
※アジャイルプロジェクト率：すべてのITプロジェクト数に対するアジャイルアプローチを活用しているITプロジェクトの割合
※DX人財比率：すべてのIT人財数に対するデジタル技術を有している人財数の割合
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2. YOKOGAWAのDX戦略状況サマリ
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2021年度のDX関連KPI進捗状況（YOKOGAWAレポートから）

9

デジタルプロセス率:
2020年度 約40%
2021年度 42%
2023年度 63%

アジャイルプロジェクト率:
2020年度 19%
2021年度 54%
2023年度 35%

DX関連受注比率:
2020年度 2.0%
2021年度 2.8%
2023年度 4.0%

DX人財比率:
2020年度 20%
2021年度 31%
2023年度 50%

ITインフラ環境負荷削減率:
2018年度 100%
2021年度 74%
2023年度 65%

クラウド化率:
2020年度 61%
2021年度 61%
2023年度 64%

※DX関連受注比率：全受注額に対するデジタル技術を活用したプロジェクト受注の割合
※デジタルプロセス率：すべての業務プロセス毎に定義したプロセス数に対し、グローバルプラットフォームによりデジタル化されたプロセスの割合
※ITインフラ環境負荷削減率：2018年度を基準として、クラウド化により削減出来た想定電力消費量の割合
※クラウド化率：現在利用しているサーバー数に対するクラウド上で展開しているサーバー数の割合
※アジャイルプロジェクト率：すべてのITプロジェクト数に対するアジャイルアプローチを活用しているITプロジェクトの割合
※DX人財比率：すべてのIT人財数に対するデジタル技術を有している人財数の割合

前倒し
達成
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横河デジタル株式会社設立によるDXビジネス推進の更なる強化

10

IA2IA/Smart Manufacturingのビジネス加速とスケールアップへ！

横河デジタル株式会社を設立（2022年7月）
製造業のお客様の経営から現場まで一貫して対応
 コンサルテーションからシステムの実装、運用、保守まで提供し、お客様の幅広い部門へ１社で対応
製造業の現場でDX経験を積み重ねているYOKOGAWAの強みを活かし、本当に成果

に結びつくDX支援を提供
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経済産業省と東京証券取引所による「DX注目企業2022」に初選定

11
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新しいDXサービスの開発・導入

12

• 2022年3月に、株式会社ENEOSマテリアル（旧JSR株式会社
エラストマー事業部門）と共同で、世界で初めてAIが化学プラント
を35日間、自律制御することに成功

• 2022年5月に、株式会社NTTドコモと、当社と奈良先端科学技
術大学院大学が共同開発した自律制御AI（アルゴリズム
Factorial Kernel Dynamic Policy Programming）を
Yokogawa Cloud上に置き、これを使用して株式会社NTTドコモ
の第5世代移動通信システムを介してプラントを模したシステムのリ
モート制御を行う共同実証実験に成功

• 2022年6月に、クラウドベースのOpreX Asset Health 
Insightsサービスを開始

• 2022年８月に、 OpreX IT/OT Security Operations 
Centerサービスの提供を開始
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最近のDX/IT企業とのアライアンス推進状況
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• 2021年10月に、NTTコミュニケーションズ株式会社と、製造業界
のDXを支援する「共同利用型OTクラウドサービス」の共同開発お
よび提供に関する業務提携契約を締結

• 2022年6月に、ベルギーの大手エンタープライズソフトウェア会社
Waylay社に出資

• 2021年10月に、DXのグローバルでの推進強化に向けてWeb 
Synergies社に出資

• 2022年9月に、ITや経営コンサルティングサービス強化のため
横河デジタル株式会社が株式会社エル・ティー・エスと資本業務提携

• 2022年9月に、東南アジアにおけるERP事業成長の加速のため、
Votiva社を買収

NTTコム
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3. Internal DX推進状況

14
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External DX:
ビジネスモデル変革・環境負荷低減

・お客様への提供価値向上
・既存ビジネスのデジタル化と新規DXビジネス創出

YOKOGAWA

お客様

社会/環境

DX/ITソリューション：
IIoTセンサー・クラウド・IIoT・Data Analytics・AI/ML・
Robotics/Drone・VR/MR等

お客様A お客様B お客様C

Co-innovation

Internal DX:
社員の生産性向上・環境負荷低減

お客様との接点を
グループグローバル
で統合、お客様
支援プラット
フォームを強化

お客様パートナー
様 購買 製造 物流 販売 サービス

製品
企画

製品
設計

SCM:

ECM:

アプリケーション/データ、インフラ/セキュリティ基盤のグローバル最適化
DXケーパビリティ強化

PX：Partner Experience, EX：Employee Experience, CX：Customer Experience, 
ECM：Engineering Chain Management, SCM：Supply Chain Management

パートナー様支援
プラットフォームを強化

ECM改革、
SCM改革、
デジタルファクトリー化、
Self-BI/AI、
新基幹システム刷新、
グローバルHR改革、
ワークプレイス改革

DX2.0

DX1.0

ECMとSCMのシームレス連携

EX
改革

CX
改革

PX
改革

DX戦略（FY21-FY23）: Internal DX

15
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Internal DXにおける主要DX施策

16

Enterprise Document Mgmt Platform:

Employee

Customer

Hybrid Cloud Environment:

Integrated Communication Platform:

Next ERP:
(SCM/Production Mgmt/Accounting/Treasury)

Yokogawa
Cloud:

(DX Services)

Procurement
Platform:

(Procurement)

Partner

Integrated
SoE Platform:

(Marketing/Sales)

Global HR Platform:
(HR/GA)

ECM
Platform:

[CAD/PLM]
(Product Design)

Manufacturing
Platform:

[IIoT/MES/
PLC/SCADA]
(Production)

Engineering
Platform:

[Project Mgmt]
(Engineering)

Service
Platform:

[ServiceCRM]
(Service)

Integrated Digital Twin:
(Master Data + IT Data Lake + OT Data Lake + I/F & API Mgmt)

External 
DX

SoE
Program

PLM
Program

Digital
Factory

Program

Digital
Engineering

Program

Digital
Service

Program

Next ERP
Program

GHRX
Program

Digital
Work
Style

Data
Driven
Mgmt

Realizing Digital Connection by E2E

EEMS
Program

Cloud
Shift
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CX改革：SoE Programの推進状況
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DX施策概要 期待されるビジネス効果

お客様、パートナー、社員への総合的なエクスペリエンスの向上
見込顧客・受注・売上の増加、業務効率化 (FY20比)

見込顧客増：10%以上 (FY25)
受注増：約数% (FY25)
営業マーケティング業務効率化：10%以上 (FY25)

お客様とのデジタル接点の強化

現在の進捗状況

お客様との取引前の段階から取引後のサポートに至るまでの一連の
プロセスにおいて顧客に価値を提供する統合プラットフォームを実現

：導入済

以下の拠点にて利用開始

ニーズ 選定

購入

導入運用 定着

YOKOGAWAのお客様体験

SoE 統合プラットフォーム
(顧客向けポータルサイト、統合CRM、デジタル見積)

SoE：System of Engagement

YOKOGAWA’s Customer Journey:
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EX改革：Next ERP Programの推進状況
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DX施策概要 期待されるビジネス効果

現在の進捗状況

お客様やサプライヤーとデジタルにつながることにより、サプライチェーン
全体と予算管理プロセスの自動化、自律化を実現する。 顧客・サプライヤー・従業員がつながるEnd to Endのプロセスインテグレー

ションの実現による生産性向上
 YOKOGAWA固有プロセスの最適化、現SAPアドオンの削減によるSAP

関連コストの削減
プロセスガバナンス強化によるグローバルな企業構造を実装
環境経営に貢献するサステナビリティ経営の実現

FY25以降の全拠点一斉Go-Liveに向け、FY22はFit to Standard
アプローチである、Global Templateの構築、Local Templateの設計、
Global/Local Templateの開発を完了する予定。

事業
本部

サービス

事業所販社

顧客
ポータル CRM 受注

MRP
Live

MRP 
Live

計画
生産

在庫
補充

パートナー
ポータル注文

自動生産
計画

MRP Live

取り纏め
出荷

会計

予算計画

AI活用による需要予測 AI生産計画と資材調達

AI活用による予算計画、予算管理の自動化、効率化

お客様 パートナー

リアルタイム・グローバルなデータドリブン経営の実現
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EX改革：PLM改革の推進状況
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DX施策概要 期待されるビジネス効果

現在の進捗状況

PLM(Product Lifecycle Management:製品ライフサイクル管理)の
最適化によって、設計・生産・販売プロセスの生産性向上とお客様へ
価値あるサービスや情報を提供し、顧客・従業員満足度を向上させる。

ECMの効率化と製造・販売プロセスとの連携強化
設計、生産の効率化による生産性向上
製品維持開発工数削減
部品管理費の削減
新規部品の登録抑制

 PDM（Product Design Management）
設計・製造図面、部品管理のための新PDMシステム構築中。

設計ー生産間のフロントローディング強化製品開発・改廃業務を海外拠点へ
シフトし、要求仕様書対応の効率化。

棚管理
既存の不動部品の使用先を明確にし、生産側での棚管理の最適化を実施。

部品管理
電子部品の情報提供サービスを利用し、部品供給妥当性を強化。
これにより、無駄な新規部品の登録抑制を開始。

カスタマーライフサイクル

製品検討

購買

運転＆保守

設置
コミッショニング

ソリューション
製品調査

交換

見積り

仕様選定

製品ライフサイクル
ビジネス企画・

製品企画

製品設計

製品開発

生産

販売

デリバリー

保守・サービス
Service CRM

ERPProduct 
Lifecycle

Management

エキスパートガイドの
提供

事前メンテナンス製品のバージョン管理

容易な機種選定

シームレスな
製品設計と
生産

Integrated Customer 
Portal

Configure Price 
Quote

Sales CRM

統合
CRM

次世代
ERP

デジタル
見積もり

顧客
ポータル

サービス
CRM
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EX改革：Digital Factory化の推進状況
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データ駆動型工場オペレーションの実現グローバル工場をデータ駆動型工場オペレーションに変革する3つの施策を実践

データドリブンオペレーション
グループグローバル工場のオペレーションデータをOT Data Lakeに集約し、グローバル工場の
オペレーションデータを利活用して、継続的な生産性改善を実現。
 AI/MLの適用

OT Data Lakeのデータを活用し、AI/MLの適用により自動化、自律化で省人化を実現。
 リモートオペレーション化

AR/VR/MR技術を用いて、仮想空間上に工場を再現し、工場オペレーションデータとリアル
タイム連携させ、遠隔監視、遠隔制御を実現するDigital Twinを実現。

Internal DXで培った知識、ノウハウを積極的に発信し、YOKOGAWAのDXプレ
ゼンスを高め、お客様に付加価値を提供する。

 SCM最適化
在庫/仕掛在庫最適化
生産管理強化
拠点間連携によるビジネス拡大
L/T変動リアルタイム管理
標準納期短縮化
物流コスト最適化

 製品品質向上及び顧客安全性を確保するトレーサビリティ
 カーボンマネージメントの強化

DX施策概要 期待されるビジネス効果

現在の進捗状況
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EX改革：GHRX (Global HR Transformation) Programの推進状況

21

ビジネス戦略

ポリシー＆ルール

プロセス

人

ビジネス戦略

ポリシー＆ルール

プロセス

人

グローバル人事プラットフォームを整備

DX施策概要 期待されるビジネス効果

現在の進捗状況

HRルール・プロセスのグローバル標準化による組織のグローバル化推進
 「人財」の質と量を可視化し、戦略的人事施策を策定できるケーパビリ

ティの確立
HRプロセスのデジタル化による効率化推進
社員のマインドセット・カルチャー変革

HRルール・プロセスのグローバル標準化を本社・各リージョンと推進中：
グローバルグレーディング導入・ジョブ型導入・ジョブディスクリプションの
標準化

グローバル人事プラットフォーム開発中：FY23にPhase 1導入予定
ブロックチェーンベースの「感謝」を交換するプラットフォーム”Co-!n”を導

入し、社員が相互に称え合うカルチャーを強化

事業戦略に沿ったグローバル人事の確立
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EX改革：Self-AI/ML(Machine Learning)化の推進状況
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DX施策概要 期待されるビジネス効果

現在の進捗状況

現場の知見やAI、ML等のデジタル技術を活用し、自律的なデータ分
析を行うことで、データドリブンカルチャーを醸成し、迅速な意思決定を
行う組織力を強化する。
予測的、処方的な業務へと変革する。

データドリブンマネジメントの実現
需要予測による在庫の適正化と生産リードタイムの短縮化

Use Case：製造原価削減と粗利向上へと繋がるデータ活用
過剰在庫と機会損失の解決

Use Case：過剰在庫と機会損失の解決策として、AIとBIによる
在庫予測

Self-AI＋Self-BI人財の育成とデータドリブンカルチャの強化
 BIツールユーザー数:：3,500人
 BIツール受講者数:：延べ4,100人 (～FY21）
データリテラシートレーニング：150名実施済、次回23年1-3月予定(150名)
 Self-BI Bootcamp：約30名実施済、次回23年2-3月予定(約10名)
 Self-AI Bootcamp:：4-6月実施（3か月コース）、次回23年1-3月に予定

Self Service 
BI

Self Service 
AI

EX 
Transformation 
Digital Assistant

× ＝

High

Low

Slow Fast
意思決定

価値

記述的分析

診断的分析

予測的分析
処方的分析
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Digital Workstyleの推進状況
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DX施策概要 期待されるビジネス効果

現在の進捗状況

Microsoft365テナントのグローバル標準化
デジタルツールのプロアクティブな活用とマインドセットを促す情報発信

•Newsletterの公開、Webinar開催、自主学習サイト公開
 全社横断イベントPower Platformハッカソンの開催

•ハイブリッド開催による最終発表会の参加 8チーム
•視聴参加者：約300名

いつでも、どこでも、安心して働ける、グローバル共通の環境整備
Microsoft365のグローバルテナント統合

デジタルツールを活用していくための社員のマインドセット変革
非生産的な作業を、社員自らによるDX力向上で自動化を加速

デジタルワークスタイルによる生産性向上の実現グローバル共通で整備されたセキュアなデジタルプラットフォーム上で、
フレキシブルなワークスタイルで働くことで、社員がWell-beingの状態
を保ち、業務に集中できることで、従業員の生産性向上を狙う。

Power Platformハッカソン 最終発表会にて
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DX人財強化状況
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DX施策概要 期待されるビジネス効果

現在の進捗状況

DXケーパビリティをグローバルに向上させ、DXを推進
 DX人財レベルを定義し、全社員のDX教育に活用

DX人財の育成により社内外のDXを加速

 全社員向けに定期的にDX基礎講座を実施

全社員のDXスキル向上：
4段階のレベルに応じてターゲットを設定し、オンライン・Off-JTを実施
組織のDXへのマインドセット変革
DXイニシアティブの増加

 グローバルDXトレーニングCOEの設置（インド）
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4. External DX推進状況

25
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DX戦略（FY21-FY23）
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Internal DX:
社員の生産性向上・環境負荷低減

お客様との接点を
グループグローバル
で統合、お客様
支援プラット
フォームを強化

お客様パートナー
様 購買 製造 物流 販売 サービス

製品
企画

製品
設計

SCM:

ECM:

アプリケーション/データ、インフラ/セキュリティ基盤のグローバル最適化
DXケーパビリティ強化

PX：Partner Experience, EX：Employee Experience, CX：Customer Experience, 
ECM：Engineering Chain Management, SCM：Supply Chain Management

EX
改革

CX
改革

PX
改革

パートナー様支援
プラットフォームを強化

ECM改革、
SCM改革、
デジタルファクトリー化、
Self-BI/AI、
新基幹システム刷新、
グローバルHR改革、
ワークプレイス改革

DX2.0

DX1.0

ECMとSCMのシームレス連携

External DX:
ビジネスモデル変革・環境負荷低減

・お客様への提供価値向上
・既存ビジネスのデジタル化と新規DXビジネス創出

YOKOGAWA

お客様

社会/環境

DX/ITソリューション：
IIoTセンサー・クラウド・IIoT・Data Analytics・AI/ML・
Robotics/Drone・VR/MR等

お客様A お客様B お客様C

Co-innovation
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グローバルプロセス製造業が直面する主要課題
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Dedicated Network
or VPN on Internet

JP

EU

Asia

US

Hybrid
Cloud Environment

Global Shared
Service

Global Remote
Operation Center

Global
SoC

(IT/OT)

• IT Data
• OT Data
• IIoT Data
• Security Log Data 

Global HQ

IT Data Lake:
(Accounting, HR,

SCM, etc.)

OT Data Lake:
(Cost, Resource, Quality,

Safety, Energy, etc.)

Security Data Lake:

今後、クラウドシフトが起こる

Security

Green

Plant O
peration

OT

IT

オンプレからクラウドへシフト中

COVID-19等感染症の
地球規模での流行

リモートオペレーションニーズの拡大
（集中オペレーション化）

OTセキュリティリスクの増大

OTシステムのクラウド化の進展

SDGs/ESGのトレンド

プラントのグローバル最適化(GX)・
スマート化(DX)・グリーン化(SX)が加速
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日本の製造業の製造DX推進上の課題
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HQ
A 

Company

Level 1

…

Global WAN

A Plant B Plant C Plant D Plant E Plant

Level 2

Level 3

Level 4

プラント毎に
最適化された
オペレーション・

システム

A ERP B ERP C ERP D ERP E ERP

A MES B MES C MES D MES E MES

A DCS B DCS C DCS D DCS E DCS

A FIs B FIs C FIs D FIs E FIs

Just Accounting Info

プラントを超えた横断的なデータ連携が難しい
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External DX戦略：IA2IA/SM化に向けた製造DXの推進
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YOKOGAWA

Customer

Society

L3
L2
L1
・・・

HQ

L3
L2
L1
・・・

L3
L2
L1
・・・

Secure Network 
Access

Customer

YOKOGAWA
Group

• Integrated Consulting Service 
(IT/OT)

• IA2IA Service: Cloud, IIoT, AI/ML
• IT/OT Security Service: SOC, 
DMaaS

• Sustainability Service: EM/CM, DH

DXP/横河デジタル株式会社’s Services:

Process 
Manufacturers:
• Oil
• Gas
• Renewable
• Chemical
• Mining
• Food
• Pharmaceutical
• Water
• Bio, etc.

L3
L2
L1
・・・

HQ

L3
L2
L1
・・・

L3
L2
L1
・・・

A 
Compa

ny

L3
L2
L1
・・・

HQ

L3
L2
L1
・・・

L3
L2
L1
・・・

Co-
Innovation

Digital Connection with Customers

B 
Compa

ny

C
Compa

ny

Co-
Innovation

Visualization Optimization
by AI/ML

Yokogawa’s
Edge

Integrated
Data Model

ERP MES QMS LIMS DCS
…

WMS

Integrated 
Digital Twins

現在のYOKOGAWAの強みが発揮出来る領域:

External DXビジネスを拡大する領域:

Realization of a 
sustainable society
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External DXビジネスの成長イメージ
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クラウド、IIoT、AI/ML、サイバーセキュリティ等、高成長分野に注力

（出典）IOT ANALYTICSのデータをもとに作成

CAGR
+22%

($B)

+22%

+20%

デジタル技術を活用したプロジェクト受注の成長率
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Yokogawa Cloudの進化
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デジタルプラットフォームへの継続投資により、クラウドアプリケーションの開発と展開を加速

FY20

アセット管理アプリ
で初PoC

FY21 (R2.0)

基本機能を搭
載しコマーシャル
リリース

FY22 (R3.0)

IA2IA/Smart 
Manufacturingの加速
①アプリケーション強化
②OT/ITシステムや他のクラ
ウドとの統合機能向上
③エンジニアリングの簡易化

FY20A FY21A FY22F

標準App数 1 8 24

①アプリケーションラインアップの強化

②OT/ITシステムや他のクラウドとの接続機能向上

③エンジニアリングの簡易化
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Asset Health Insightsサービスのリリース
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クラウド、IIoT、AIを活用したアセット監視サービス

Remote 
Monitoring

IntegrationRobotics

Plant

Yokogawa Cloud

Integrated  
end-to-end  
solutions

Gain insights

Take Measures

Link up

Dashboard  
Module

Analytic  
Module

Asset Mgmt  
Module

IIoT Sensor

主な特長

お客様のベネフィット

 あらゆる種類のアセットが監視可能、様々なセンサに接続可能
 リアルタイムや過去のデータをAI/MLで解析可能
 エネルギー、パフォーマンス、メンテナンスの最適化等、様々観点から

アセットを監視
 ISA95ベースの統合データモデル／テンプレートと直感的なダッシュ

ボードで簡単セットアップ
 エンタープライズアプリケーションとの容易な統合

Asset Health Insights

設備／プロセス異常検知
予知保全
 Total Cost of Ownership削減

ダウンタイムを削減しオペレーション効率を向上

迅速な意思決定と新たな価値の創出
AL/ML

Visualization

お客様の声を開発／ロードマップに反映

 リモート統合監視
オペレーションの最適化
環境負荷低減
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IIOTサービスのUse Case
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スモールスタートからエンタープライズへ拡張、新たな価値の創出と迅速な意思決定を実現

Asset Health Insights

SAP
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IT/OT SOCサービスのリリース
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セキュリティ脅威の検出・分析・対応
-マネージドIT/OT統合セキュリティサービス

主な特長

お客様のベネフィット

 AI/MLを活用したクラウドベースのSIEMによる未知の脅威の検出
 セキュリティオーケストレーションと自動化を実現するSOARプラットフォー

ムによる人的ミスの削減とワークフローの高速化
 複数のCTIツールによる24時間リアルタイムでの保護
 他のセキュリティサービス、システムとのフレキシブルな連携

自社で開発、運用経験を積んだYOKOGAWA
セキュリティ監視システム

SIEM: Security Information and Event Management, SOAR: Security Orchestration, automation and response,
CTI: Cyber Threat Intelligence

 最新のテクノロジーを活用したIT/OT統合セキュリティ監視によりセキュ
リティリスクを低減し、IT/OT Convergenceを推進

 最上位のセキュリティ資格を持つエキスパートが提供するセキュリティプロ
グラムにより、お客様に最適なセキュリティリスクマネジメント体制を構築
- リスクアセスメント > セキュリティポリシーと手順の定義 > ビジネス
ケース&ロードマップの策定 > 設計&実装 > トレーニング

 既存のセキュリティサービスやシステムと統合可能

DX推進と経営リスク低減の両立
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IT/OT SOCサービスのUse Case
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最新テクノロジーでIT/OT統合セキュリティ監視、Regional SOCによるローカルサポート
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横河デジタル株式会社設立の狙い (1/4)

36

経営コンサル能力のさらなる強化
- DX/ITコンサルティング会社であるLTSとの資本業務提携
- YOKOGAWAグループIT/OTコンサル部署の密接な協業

推進

AI/MLとクラウド・IIoT部隊の組織統合
- AI制御の広範囲な産業利用（制御、サプライチェーン、

脱炭素等）

YOKOGAWAグループとしての強み
IT/OT双方のドメインナレッジとプロジェクト遂行能力
Internal DXによる製造業DXに必要な実践的な知見の蓄積
AI制御・Yokogawa Cloudに代表される、IA2IAイノベーション技術

グローバル全体最適を実現する製造業DX支援
経営コンサル~クラウドシステム~運用・保守まで
一貫したDX戦略をお届けし、System of Systems
インテグレータを目指す
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横河デジタル株式会社設立の狙い (2/4)

37

世界で初めて、実化学プラントの
連続35日 AI自律制御に成功
(2022/3 プレスリリース)

最終製品の品質を保ちながらサステナビリティ問題
（省エネ）を両立させたAI自律操業の実現

既存技術ではうまくいかず、これまでの熟練者による
手動制御技術をAIが継承

気象条件・操業状態の変化を、AIがリアルタイム自
律対応

ENEOSマテリアル様
実化学プラント
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横河デジタル株式会社設立の狙い (3/4)
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プラント現場の課題をAIにより解決し、未解決問題の解消とAIによる技術継承を加速する
（設備異常予測・原因特定・製品品質予測）

設備異常予測

原因特定

原因特定

製品品質予測

AI Product Solution Bookより
(https://www.yokogawa.co.jp/ai-products)

YOKOGAWA開発AIによるデータ解析実例（一部）

https://www.yokogawa.co.jp/ai-products
https://www.yokogawa.co.jp/ai-products
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横河デジタル株式会社設立の狙い (4/4)
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プラント全体での「経営の意思を反映したAI自律操業」を実現：クラウド上の自律制御AIに経営目標
(例: 省エネ操業)などの経営に関する情報を連携させ、経営の意思を反映した操業を実現する操業改善の
プロセスが、24時間365日 自律的に稼働する

プラントや工場

エッジ端末

Operational Technology 
/ Information Technology 

ビッグデータ

複数のプロセスにおいて効率改善に必要な
“潜在的な改善点 ”を発見し、定義

潜在的な改善点

効率改善のための要因または新たなKPI効率改善のための最適な制御方法を探索

経営の意思を反映した操業実現のループ

YOKOGAWA独自AI module 3

改善点発見AI

制御用AI
（アルゴリズム FKDPP）

データ解析AI
各種センサーデータをもとに、問題を分析するAuto ML
効率改善のための要因を特定、新たなKPIを作成

違和感検知
AI

品質予測
AI

要因推定
AI

YOKOGAWA独自AI module 2
（強化学習AI）

YOOGAWA独自AI module 1 
（自動機械学習）

制御信号

5G

経営目標など
（例:CO2最低で操業

例：グローバル生産最適化）

2021年着手
研究開始

2013年着手
製品・サービス化済み

2017年着手
実用化検証済み
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LTS社への出資の狙い

40

ITや経営コンサルティングサービス強化のため株式会社エル・ティー・
エスと資本業務提携

出資の狙い

お客様のベネフィット

創立 2002年
CEO 樺島 弘明

資本金 575,150,600円（2022年6月30日時点）、東京証券取引所 プライム市場上場

連結売上高 7,375百万円（2021年12月期）

事業概要 コンサルティング、ビジネス・プロセス・マネジメント、デジタル活用サービス

 IT領域におけるLTSの豊富な知見と人財の活用し、製造業における
DXコンサルティングサービスの展開を加速

 LTSグループが展開するIT人財マッチングプラットフォームを活用し、各プ
ロジェクトに適したスキルをもつ人財の確保

経営及び操業のコンサルティングとデジタル技術に強みをもつ人財の採
用や育成を協同で実施

DX/ITケーパビリティ強化、コンサルティング事業の
早期立上げ

経営と現場を繋ぐDX支援
 OT/ITを融合し、実用的な製造コンサルティングを提供

経営コンサルティングからIT/OTシステムの実装、
運用・保守までを一貫して提供

横河電機・横河デジタルとの協業

OTコンサルティング DX/ITコンサルティング
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Web Synergies社への出資の狙い
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出資の狙い

お客様のベネフィット

創立 1998年
CEO Gideon Lim（ギデオン・リム）

事業概要 エンタープライズ向けソフトウェア開発とサービス提供

横河電機・横河デジタルとの協業

 DX/IT領域におけるWeb Synergies社のこれまでのエンジニアリング
経験を最大限活用

 インド等を中心としたリーズナブルなオフショアリソースを活用
Web Synergies社が有するアジア・インドを中心としたDX/ITベン

チャーネットワークを活用

DXエンジニアリング力の強化

 OT・ITを融合したDXエンジニアリングサービスを提供
 インド・ベトナムといったオフショア地域のリソースを活用する事で、コスト対

効果を追求

オフショアを中心としたリーズナブルなコストでDXエ
ンジニアリングサービスを提供

OTエンジニアリング DX/ITエンジニアリング

IT/OT統合エンジニアリング
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Waylay社への出資の狙い
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ベルギーの大手エンタープライズソフトウェア会社Waylayに出資
～クラウドベースソリューションの拡大を加速～

出資の狙い

お客様のベネフィット

Waylay社のローコード自動化技術を活用して、Yokogawa Cloud上で
のアプリケーションの開発と実行を簡素化し、デジタル技術の普及を加速

 Systems of Systemsを見据え、Waylay社の持つユーティリティ、スマー
トビル、テレコム、データセンターなど、エンタープライズソリューションポートフォ
リオの拡大

産業の自律性とスマートマニュファクチャリングを促進

Yokogawa cloudのアプリケーションとサービスのラインアップが拡大し、お
客様のDXに幅広く貢献
クラウドコンピューティングへの移行を促進

デジタルエンタープライズへの変革を推進

創立 2014年
CEO Leonard Donnelly

事業概要 さまざまな産業向けエンタープライズ自動化サービス、
Platform as a Service（PaaS）などの提供

所在地 Blekersdijk 33a, 9000 Ghent, Belgium
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最近のExternal DX関連のプレスリリース・トピックス
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日付 内容

2021/10/18 デジタルトランスフォーメーションのグローバルでの推進強化に向けてWeb Synergies社に出資

2022/03/22 株式会社ENEOSマテリアル（旧JSR株式会社エラストマー事業部門）と共同実証実験を実施、世界初 AIによる自律制
御で化学プラントを35日間連続制御

2022/05/30 株式会社NTTドコモと共同実証実験を実施、5G・クラウド・AIを活用したリモート制御に成功
実際のプラントのリモート操業やプロセス産業における自律化に道筋

2022/06/08 「DX注目企業2022」に選定

2022/06/13 ベルギーの大手エンタープライズソフトウェア会社Waylay社に出資
クラウドベースソリューションの拡大を加速

2022/07/01 製造業のDXを支援する「横河デジタル株式会社」を設立
グローバルで全体最適を実現する経営コンサルティングサービスからシステムの実装、運用・保守までを一貫して提供

2022/09/09 【横河デジタル】 ITや経営コンサルティングサービス強化のため株式会社エル・ティー・エスと資本業務提携

2022/09/16 東南アジアにおけるERP事業成長の加速のため、Votiva社を買収
急成長を遂げている同地域のお客様に対する ERPソリューションのコンサルティング、導入、技術支援を強化
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本日のまとめ
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• YOKOGAWAのDX戦略概要の振り返り

• Internal DX戦略の最新進捗状況報告

• External DX戦略の最新進捗状況報告

DX戦略推進を通じて、確実にポジティブな経営インパクトを創出していく
（Internal DX：経営効率改善、External DX：受注・売上拡大）
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最後に
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Internal DX External DX SX
Society’s SXCustomer’s DE

& SOS
Y’s DE

by CX/EX/PX

+ =

日本のグローバル製造業のDXケーパビリティ向上に貢献
（製造DX as a Service)
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ご注意
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本資料およびアナリスト説明会で提供する情報のうち業績見通し及び事業計画等に関するものは、当社が現時
点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいています。
従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。
当社がこの資料を発行した後は、適用法令の用件に服する場合を除き、将来に関する記述を更新または修正し
て公表する義務を負うものではありません。
本資料の著作権は当社に帰属し、当社の事前の承諾なく複製または転用すること等を禁じます。
また、本資料には企業連結に係る暫定的な会計処理の確定および税効果会計に係る会計基準の一部改正に
伴う過年度遡及修正を反映しておりません。(決算短信とは軽微な相違があります）

横河電機株式会社
IR部

Email : Yokogawa_Electric_IR6841@cs.jp.yokogawa.com
TEL : 0422-52-6845

URL : https://www.yokogawa.co.jp/about/ir/

mailto:Yokogawa_Electric_IR6841@cs.jp.yokogawa.com
https://www.yokogawa.co.jp/about/ir/
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